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2 )回折線の半価幅が2.50 (2 f) )以下の場合には回折線強度に影響を及ぼすローレンツかたより
因子台よび吸収因子による修正は応力測定では必要で、はないことを示した。
















3) wc-c 0 系焼結合金ではWC相には引張、 Co 相には圧縮の相応力を認めたが、各相の熱膨
張率から弾性学的に計算した値と一致しない。これは冷却の際に膨張率の相違によって Co相に大き
な応力が加わり Co相が塑性変形するためと考えられる。
以上本論文は各種の材料についてそれを構成する組織聞の応力を解析し残留応力の生成機構の研究
の一端に寄与するため多相金属材料の残留応力測定の研究を行なったものである。
論文の審査結果の要旨
本論文は、 X線による残留応力測定法の精度を向上させるとともに、その応用として多相金属材料
にわける各組織聞の残留応力を解析した実験的研究である。
すなわち、集中法の測定において回折線を正確に検出するため、自動焦点追跡装置を試作して好結
果をむさめ、さらに回折線を確率密度分布関数で近似することによって、拡散した回折線のピーク位
置を精度よく決定することに成功している。また、測定が非常に困難で、あった粗大結晶粒をもっ材料
.に対しでも、ディフラクトメータの原理をたくみに応用して測定が十分可能で、あることを示すととも
に、従来かえりみられなかった低回折角度領域における応力測定装置を試作してセメンタイト相の残
留応力測定に成功している。さらに以上の基礎的研究をもとにして、各種炭素鋼のフェライト相のみ
ならず、マルテンサイト、セメンタイト、わよび残留オーステナイト等の各相の残留応力を測定して、
これら組織聞の応力関係を実験的に解析した。
このように本研究は、 X線による応力測定法の適用範囲を著しく拡大したものであり、工学上なら
びに工業上貢献するところが大きしh よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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